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キヤノン株式会社において、MEMS技術を立上げ、同社の主力
製品であるインクジェットプリンター用プリントヘッドに搭載
するなど実用化を多数経験。文科省「先端融合領域イノベーシ
ョン創出拠点形成プログラム」に参画し、同社代表として研究
開発の運営に携わるなど産学連携の豊富な経験を有する。

＜非連続イノベーションのポイント＞

＜期待される産業や社会へのインパクト＞

＜研究開発プログラムの概要＞
可視化できない生体や物体内部を、高度なレーザー
・超音波技術で非侵襲・非破壊で三次元可視化。超
早期診断や超精密検査・測定により、豊かで安全な
生活を実現。

イノベーティブな可視化技術による新成長産業の創出

ImPACT Program Manager
Takayuki Yagi

最先端のレーザーと超音波を融合する光超音波手法によ
り、非侵襲かつ非破壊で、生体や物質の内部の物性変化
や機能（働き）をリアルタイムで三次元可視化する。

検出
センサ

超音波

生体・物質

レーザー

早期診断、身体機能評価や疾患リスク予測による健康寿
命の延伸、食品や工業製品等の安全と品質向上により生
活の安全・安心を実現するなど、医療・美容健康から品
質・安全に至る新成長産業を創出する。



各克服すべき課題の実施時期

H26 H27 H28 H29 H30
課題①

課題②

課題③

課題④

プロジェクト1：可視化計測技術（生体、物質）

プロジェクト2：超広帯域波長可変レーザ

プロジェクト3：高感度広帯域超音波センサ

プロジェクト4：ワイドフィールド可視化システム

プロジェクト5：マイクロ可視化システム

プロジェクト6：価値実証（医療・美容健康）

作用・相互作用・現象 計測 解析・同定 可視化 評価・判定

（共通基盤技術）人体・物体 （システム開発） （価値実証）知識ベース

P1:可視化計測技術
･光超音波発生ﾒｶﾆｽﾞﾑ解析
･超音波ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
－レーザ波長の最適化
－センサ配置の最適化

P2:波長可変レーザ
･超広帯域（近・中赤外）
･高速波長切り替え
･高出力化

P3:超音波センサ
･超広帯域
･高感度化
･多チャンネル実装

P4：ワイドフィールド可視化システム
P5:マイクロ可視化システム

･3次元画像化
－リアルタイム処理

P6:価値実証
(医療・美容健康)
･画像診断法
･身体機能評価法
･データベース化
･疾病特徴点抽出
（画像ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ）

･ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析
（ﾘｽｸ予測）

･並列信号処理
･高速画像再構成

課題②
高解像度・ﾘｱﾙﾀｲﾑ検出

課題④
価値実証（社会実装）

課題③
高速信号処理および三次元画像化

課題①
生体・物質の可視化

解像度0.2mm以下 解像度20μm以下

研究開発プログラム総額
29.7億円

『実用化の見通し』
・価値実証（社会実装）
・システム（製品化）
・レーザ・センサ（国産化）

『技術の完成』

『価値の探索』
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プログラム全体構成
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プロジェクト２（超広帯域波長可変レーザ）
 超広帯域（生体計測700~1300nm、物質計測2～
10μm）で高速に波長切り替えが可能なレーザ技
術および、実用化を目指したメンテナンスフリー
となる小型化技術を構築する。さらに、レーザシ
ステムのプロトタイプを試作し可視化システムに
搭載することを目標とする。

 先に非公募指名した理化学研究所技術基盤開発グ
ループと協働し、超広帯域・高速波長可変な医療
用レーザの国産化を目指す機関を選定する。

 選定する機関には、波長可変レーザの小型化技術
の開発を行う上での高出力パルスレーザの開発実
績を有すること、プロトタイプ試作が可能な開発
力（開発体制、特許、ノウハウ）を有すること、
医療・美容健康等の産業領域への参入に意欲を持
つこと、が求められる。

 我が国のトップレベルの研究開発力を結集するた
め、広く研究開発機関を公募する。

◆選定方法：公募、研究開発機関：㈱メガオプト
 メンテナンスフリーに必要となる高出力の半導体レーザ励
起全固体レーザおよび世界初となる電子制御波長可変Ti:サ
ファイアレーザを製品化した実績を有する。製品化実績と
波長可変レーザに関する多くの特許登録件数を有すること
より、レーザの小型化を実現する上での研究開発力とプロ
トタイプ試作力を持つ。

 また、小型化に関する独創的なアイデアを提案しており、
実現すれば、これまでに無い小型化を期待できる。

 波長可変レーザの広帯域化に有利な発振方式である光パラ
メトリック発振器を製品化しており、理化学研究所との協
働により、超広帯域波長可変レーザの開発を加速すること
が可能である。

 該当機関は、医療用レーザの事業化に意欲を持ち、医療用
レーザの国産化を目指すことが可能な機関である。

選定に至る考え方・理由研究開発機関選定に際して重要視するポイント等
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課題の達成アプローチに応じた実施機関の考え方（追加機関のみ）



研究開発プログラム全体の体制図
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可視化計測技術
・生体可視化技術
（京大・椎名教授）
（公募）

・物質計測技術
（公募）

波長可変レーザ
（理研・和田ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨﾚｸﾀ）
（メガオプト）

超音波センサ：コンペ方式
・圧電検出方式
（上田日本無線）

・容量検出方式
（キヤノン）

ワイドフィールド可視化システム
（キヤノン）
（日立アロカメディカル）

マイクロ可視化システム
（東北大・西條教授）
（資生堂）
（公募：システム開発）

臨床研究
（京大附属病院

・戸井教授）
（国際公募）

医療情報と健康情報
の統合化

（公募）

画像解析
ビッグデータ解析
（国立情報学研究所
・佐藤いまり准教授）

八木PM

（共通基盤技術）

（システム開発）

（価値実証）



265百万円 910百万円 792百万円 555百万円 448百万円

研究費総額（2970百万円）
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可視化計測技術の開発（470百万円）

H26 H27 H28 H29 H30 

生体計測技術の開発（京都大学、公募）

物質計測技術の開発（公募）

・（非破壊検査、環境計測など2課題）

・京都大学（定量化、高精細化、血流、動脈硬化）
・3年以降、京都大学（難適用部位展開）

公募（リンパ管可視化）

市場・技術調査

研究開発プログラム予算（予定）
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H26 H27 H28 H29 H30 

高感度広帯域超音波センサの開発（250百万円）

超音波検出方式の開発（上田日本無線、キヤノン）

センサ実用化技術の開発の開発
コンペ方式（2機関）

・1機関に絞り継続

超広帯域波長可変レーザの開発（570百万円）

超広帯域レーザの開発（理研）

レーザ小型化技術の開発（理研、メガオプト）

▼方式選定

レーザ実用化技術の開発（理研、メガオプト）

研究開発プログラム予算（予定）

265百万円 910百万円 792百万円 555百万円 448百万円

研究費総額（2970百万円）
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ワイドフィールド可視化システムの開発（420百万円）

H26 H27 H28 H29 H30 

ワイドフィールド可視化システムのプロトタイプ開発（キヤノン、日立アロカメディカル）

マイクロ可視化システムの開発（370百万円）

▼実証機プロト機
－レーザ、センサ搭載

画像解析ソフトの開発と実証（キヤノン、日立アロカメディカル）

マイクロ可視化システムのプロトタイプ開発（東北大学、資生堂、公募）

▼POC実証

▼価値実証機完了

▼POC実証
－リアルタイム化

研究開発プログラム予算（予定）

265百万円 910百万円 792百万円 555百万円 448百万円

研究費総額（2970百万円）

皮膚組織要素の光音響特性計測（資生堂）

超高解像度光超音波イメージング技術の開発（東北大学）



画像データ管理環境の構築（京大）

・京都大学附属病院（仕様作成）
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価値実証（医療・美容健康）（890百万円）

H26 H27 H28 H29 H30 

血管イメージングの診断法の開発（540百万円：京大、公募4）

3年以降
・京都大学、公募4（海外1）

医療情報と健康情報の統合化（公募）

・京都大学附属病院（既存機での臨床ターゲットの探索）

（個人健康情報の統合）

健康・医療リスク予測モデルの構築（国立情報学研究所）

（疫学データでのアルゴリズム開発） （臨床画像解析・ビッグデータ解析）

▼

▼

皮膚機能低下評価法の開発（資生堂、公募）

（他施設利用画像サーバの運用）

研究開発プログラム予算（予定）

265百万円 910百万円 792百万円 555百万円 448百万円

研究費総額（2970百万円）
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